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『東京マガジンバンクカレッジ』第�5�号の 

刊行にあたって 

『東京マガジンバンクカレッジ』第�5�号は、鉄道セクションの連続ワー

クショップ「中央線が好きだ。を書く」(平成�31�年�1�月�12�日から全�3�回)

の参加者の皆様が作り上げた記事を一つにまとめ、都立図書館ホームペー

ジで公開するウェブマガジンです。 

本ワークショップは、沿線情報誌『中央線が好きだ。マガジン』

(編集：株式会社交通新聞社 発行：東日本旅客鉄道株式会社八王子支社)

とタイアップし、同誌の編集長及びライターを講師にお招きして、講義や

助言をいただきながら参加者が記事を仕上げていくという形で進めまし

た。参加者は、テーマを決め、必要な取材やデータ収集を行い、誌面構成

を考え、原稿を執筆し、記事を完成させました。それぞれの記事には、中

央線を愛する熱い思いが溢れています。 

ウ ウェブマガジンの完成にあたり、講師をお務めくださった坂原茉莉子氏、

松井一恵氏、佐藤さゆり氏に心より御礼申し上げます。
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連続ワークショップ「中央線が好きだ。を書く」 

講師紹介 

坂原
さかはら

 茉莉子
ま り こ

氏 

『中央線が好きだ。マガジン』編集長 

2007 年に（株）交通新聞社に入社後、 

雑誌『JR 時刻表』『散歩の達人』などの編集を歴任 

講師よりひとこと

この度は、『中央線が好きだ。』マガジンとのコラボ企画「中央線

が好きだ。を書く」を開催いただき、また、参加者の皆さまにおか

れましては、素敵な記事を仕上げていただきありがとうございまし

た。皆さんが多彩で興味深いテーマを持ち寄って課題に取り組んで

くださったので、講師陣もワクワクしながらワークショップを楽し

むことができました。 

また、参加者の皆さんからにじみ出る「中央線愛」を感じること

ができたのも、今回の企画の大きな報酬でした。『中央線が好きだ。』

の読者がなにを考え、なにに興味を持たれているかを肌で感じるこ

とができて大変貴重な経験でした。 

もともと『中央線が好きだ。』マガジンは、中央線沿線の街と住

民をつなげたいという思いのもとに発行されています。今回、ワー

クショップを通じて、沿線（とその周辺）の方々とつながることが

できたことをうれしく思います。参加者の皆さまがワークショップ

で制作しました渾身の記事、ぜひぜひお読みください！ 

坂原
さかはら

 茉莉子
ま り こ

氏 



松井
ま つ い

 一恵
か ず え

氏 

フリーライター、編集者

日々街中を歩き、料理や食材・店舗・地域・生活情報など、 

幅広い分野の記事を取材執筆 

講師よりひとこと

『中央線が好きだ。』にライターとして関わらせていただき、早

いもので4 年目になります。今回、講座を通じて読者の皆さまと

お話しする機会に恵まれ、とても大きな刺激をいただきました。 

どんなメディアも、「企画（テーマ）」決定が最初の一歩。本誌

もまず企画が決まり、企画に沿って取材対象となる「情報（ネタ）」

を出し合います。これを「ネタ出し」と呼び、私は誌面づくりの

要になると思っているのですが、今回参加された皆さまの「ネタ」

にびっくり！ オリジナリティにあふれ、知らないことがざっく

ざく！ こちらもさらに奮闘せねばと、背筋が伸びる思いがした

のです。 

講座はゴールしましたが、『中央線が好きだ。』のご縁を大切に、

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

松井
ま つ い

 一恵
か ず え

氏 



佐藤
さ と う

 さゆり氏 

フリーライター

ローカル雑誌の編集・制作業務に従事後、独立

『散歩の達人』『珈琲時間』などで記事を執筆 

講師よりひとこと

講師という柄でもなく、皆様のお役に立てるのかと、不安とドキ

ドキが入り混じっておりましたが、初回、皆様にお会いし、テーマ

をお聞きして、あぁ仲間がこんなにいる！ と感じたことを思い出

します。中央線沿線に暮らし、街を愛してやまない仲間たち。しか

も、それぞれの視点をきちんともち、初回から闊達にグループで意

見交換する様子にも驚かされました。 

私が担当した「原稿の書き方」は、文章量の設定を自由としたた

めに、正直、基礎の基礎しか、お伝えできなかったと思います。そ

れでも、読ませていただいた記事からは、熱意をビシバシと感じま

した。記事のキモである「伝える」ことが、個性豊かに形になって

います。 

 書くことは、いろんな人の文章を読み、好きな言葉、言い回しを

会得しながら、書いて書いて、書いていくことで、自分の文章がで

きあがるようになると思います。皆様の楽しい記事にまた出会える

のを、心待ちにしております。 

佐藤
さ と う

 さゆり氏 





中央線の原点 

旧飯田町駅と旧万（萬）世橋駅付近を歩く 

飯田町駅は、1895 年（明治 28 年）に甲武鉄道（現、中央線）の起点駅として小石川橋通に面し

て（現、大和ハウス東京ビル）開設、電化後は電車運転の始発駅にもなりましたが、飯田橋駅開

業後の 1933 年（昭和 8 年）に旅客扱いが、1999 年（平成 11 年）には貨物扱いも廃止されました。 

飯田橋駅東口から水道橋駅方向に線路南沿いを歩いて約 5 分で旧飯田町駅付近です。 

飯田橋駅が起点となった理由（１）、飯田町駅入場券写真（２）、当時の貨物と電車の走行写真（３）

と、現在の飯田橋、飯田町付近（写真➊－➌）は隔世の感です。 

国有化後の 1912年（明治 45年）開設の万世橋駅は、関東大震災の猛火で駅舎焼失、建替後の

駅舎は貧弱、新たに開通した総武線が通らない等で縮小され、東京駅への延伸や駅前に市電が

通らない等で乗降客数は減少を続け、1943年（昭和18年）に休止（実質上廃止）扱いとなりました。 

秋葉原駅西側の電気街を経て旧国鉄万世橋駅跡（写真➎－➐）に至る途中には現東京地下鉄

の旧萬世橋駅があります（写真➍）。 

➍は地下鉄旧萬世橋駅跡への点検用の蓋（東京地下鉄のマークあり）、旧国鉄万世橋駅跡地に建てられ

た➎はビルディング、➏、➐は橋脚下と橋脚上のレストラン街。 

➊ は飯田橋駅ホームからの旧飯田町駅方向（柵右線路は飯田町駅跡に繋がる）、飯田橋駅移設（西

側 200m）後はホームからは見られなくなるでしょう。➋ ➌ は旧飯田町駅構内。 

構成・文／井深 成仁 

➎ ➏ ➐ ➍ 

参考文献（１）-（３）と参考情報」 

（１） 飯田町駅が起点の理由：『中央線誕生』 中村建治著／交通新聞社

（２） 飯田町駅入場券写真：『中央線 街と駅の 120 年』 三好好三著／JTB

（３） 甲武鉄道当時の貨物と電車の写真：JR 東日本八王子支社ホームページ

https://www.jreast.co.jp/hachioji/chuousen/history_chu/photo/07.html

（参考情報） 中央線他の廃止駅：牛込駅と昌平橋駅（上記（１）に当時の路線地図） 

➊ 

➋ 

➌
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赤い三角屋根の旧国立駅舎を再築中
駅は「街」の顔で「待ち合わせ場所」

再築現場

内部（玄関ステンドグラス）

完成イメージ（国立市提供）

1926年（大正15年）に箱根土地（現
プリンスホテル＜西武グループ＞）が
駅舎を建設し、鉄道省（現ＪＲグルー
プ）に請願駅として寄付したものが旧
国立駅舎です。その翌年1927年（昭
和2年）に東京商科大学（現一橋大学
）が国立に移転したことがきっかけで、
国立は学園都市となりました。その後
、旧駅舎は「赤い三角屋根」として市
民、学生、中央線利用者に長年親し
まれ、大学通りや兼松講堂とともに国
立市のシンボルでした。しかし、中央
線の高架化工事に伴い、旧駅舎は
2006年（平成18年）に解体され、その
部材は市内に保管されました。

市民、商工会、如水会（一橋大
学同窓会）は旧駅舎の復元案につ
いて熱く議論しました。これを受け
て、国立市は旧駅舎を有形文化財
に指定し、国の社会資本整備総合
交付金と「くにたち未来寄附金」（ふ
るさと納税も含め）を資金とし、現
在の場所に再築することになりまし
た。旧駅舎の再築工事は2018年6
月に開始され、2020年2月に完了
予定です。歴史・観光情報を発信し
、憩い空間を提供する多目的施設
として駅は復活します。今後の駅
周辺整備でも市民、市役所、企業
の連携が進むことを期待します。

（文・撮影 上野次郎）
＜再築前の国立駅（保坂一房氏提供＞

解体直後解体直前
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トリアノン 創業昭和35年

毎月「第二日曜」開催の

グルメの朝市では、焼き

立てパンに長蛇の列！

創業者の大石総一郎さんは、昭和24年、詰襟姿の学生の頃に

「珈琲屋」を始めた。その後、「珈琲だけじゃ苦い、甘いものも！」

「ケーキだけじゃお腹いっぱいにならん！」という声に応え、昭和

26年にケーキ、昭和28年にフランス料理を始めた。

西荻窪には、昔から著名な作家や

画家が多く住んでいたことから、こけ

し屋では「カルヴァドスの会」という

文化人達の集いが、昭和24年から

30年以上に亘り、開催された。

目まぐるしく変わる中央線からの眺め。

無機質なビル群の合間に見え隠れする、

昔ながらの温かく懐かしい街並み。
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若いパティシエが活躍する高円寺の老舗、トリアノン。2000年以

降、毎年「ジャパンケーキショー」に参加し、様々な賞を受賞し続

けている。お話を伺った大澤彩恵子さんも受賞者の一人。

伝統を守りつつ、時代の求める菓

子作りを探求するトリアノンのパ

ティシエとして、話題の新しいお

店のケーキも研究するそうです。

今でも一番人気の「デラックス

ショートケーキ」485円

高円寺について「文化を作ろうと

する若者が集まる街。街を愛する

勢いがありながら、地に足ついた

素朴感がある」とは、三代目社長

の安西健太郎さんのお言葉。

左上から時計回りに「チーズ

ケーキ」380円、「モンブラン」380

円、「サバラン」390円、「モカロー

ル」350円。いずれも、先代から

ある根強い人気商品。

JR中央線西荻窪駅南口から徒歩1分

営業時間：9:00～22:00 （洋菓子）

11:00～22:00 （レストラン）火曜休

うさぎや 創業昭和25年

うさぎやといえば、どら焼きとうさぎ万頭が有名ですが、季節感溢れ

る花や鳥を表した彩り豊かな生菓子も。 「和菓子は伝承工芸。四季

の移ろいと共に変化するんです。」と語るのは店主の瀬山妙子さん。

戦後の混乱期に薪で餡子を焚いたのが、うさぎやの始まりとのこと。

今でもなるべく箱は使わず、バラ売りもしているので、「どら焼き一

つ！」と言って買っていくお客さまもたくさんいる。

阿佐谷は「昔は北口は寂れていた

けれど、中央線の高架化で賑やか

になった。街も変わったけれど、

それでも昔ながらの街並みが残っ

ていて、落ち着く街」と瀬山さん。

左上から時計回りに「早春」「寒牡

丹」「椿」「水仙」。「早春」の赤紫部分

は梅の味、「椿」の中は黄身餡。

いずれも260円。

鳴き声が聞こえてきそうな生菓子の「鶯」（写真右）260円。
JR中央線阿佐ケ谷駅北口から徒歩2分

営業時間：9:00～19:00 土曜・第3金曜休

JR中央線高円寺駅南口から徒歩1分

営業時間：10:00～21:00 年中無休

10:00～20:30 （喫茶室：L.O. 20:00）

最新作「いちごパイ」450円。

いちごの季節限定なので、早けれ

ば3月に販売終了することも？

「ソレイユ」220円。こけし屋

ファンの間で人気。

「ケーキには思い出もあるで

しょ。」と語るのは、店長の川上

貢さん。人気のショートケーキは、

創業時からレシピを守り続けて

いるという。

不動の人気商品「ショートケーキ」

305円、「サバラン」220円。気品漂う

シンプルな外観。

文・構成 Dr.A.K.
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上
水
と
三
鷹
駅

東
京
の
西
部
を
代
表
す
る
流
れ

が
玉
川
上
水
で
す
。
取
水
の
羽

村
か
ら
新
宿
ま
で
延
長
は
四
十

三
キ
ロ
に
も
及
び
ま
す
。
中
央

線
が
ま
た
ぐ
の
は
、
な
ん
と
三

鷹
駅
の
真
下
。
ど
う
し
て
流
れ

の
上
に
駅
を
設
け
た
の
で
し
ょ

う
か
。
今
回
の
取
材
で
は
解
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
謎
で
す
。

普済寺

残堀川

立川駅

普済寺
東京都立川市柴崎町
4-20-46

日立中央研究所
東京都国分寺市
東恋ヶ窪1-280

三鷹駅
東京都三鷹市下連雀3

日立中央研究所

国分寺駅

野川

三鷹駅

玉川上水



近
代
的
な
建
築
と
モ
ノ
レ
ー
ル
の
街
立
川
。
昭
和

五
十
年
代
ま
で
は
米
軍
基
地
が
あ
っ
た
。
北
部
の

砂
川
地
区
は
、
江
戸
時
代
の
新
田
開
発
の
頃
か
ら

の
農
家
が
残
る
。
立
川
を
描
い
た
作
品
の
舞
台
に

立
つ
と
、
立
川
の
い
ろ
い
ろ
な
顔
が
見
え
て
く
る
。錦町は、立川駅と西国立駅の間に広がる町。

錦中央通りには、古くから営業している商

店や町工場が並ぶ。ゲッツ板谷の自伝的小

説「ワルボロ」の舞台は、80年代の立川。

ケンカ三昧の熱い青春を過ごす主人公は、

錦小出身の錦組のメンバー。錦町から中央

線沿いは、「しょぼい町」と悪態をつきつ

つ、町への愛が隠し切れない主人公が、ケ

ンカしたり、デートしたりした場所だ。

左/駅前のモニュメント
右/ビルの間のモノレール

左/けやき並木
右/五日市街道を望む

交差点風景

(文・写真 へいあらん)

A

C

B

D

TACHIKWA  MAP

立川駅北口を出ると、モノレールと遊歩道

が立体的に交差する近未来都市のような眺

めが広がる。この作品は、又吉直樹の東京

を舞台にしたエッセイ集「東京百景」の一

篇。「東京の真ん中に住んでいる」という

友人を訪ねて初めて上京した又吉が見たも

のは、なんの変哲もない駅前の光景。現在

の姿になる前の立川駅前は、初めての東京

に胸を躍らせる若者には、少々寂しい景色

だったかもしれない。

場所 立川駅北口（MAPのＡ）
作品「一九九九年、立川駅北口の風景」東京百景/又吉直樹

五日市街道沿いは、砂川新田が開発された

江戸時代からの農家とケヤキ並木が印象的

な場所。この作品は、「一九九九年、立川
駅北口の風景」の続篇で、友人のバイト先

からアパートへ二人で帰る場面が描かれて

いる。「それにしても、不安になるほど茫

洋と野原が広がっているが、本当にここが

東京の中心なのだろうか。」昔からの懐か

しい風景のこのあたり。歩いていれば、又

吉が見た風景が見える気がする。

場所 砂川三番（MAPのＢ）
作品「五日市街道の朝焼け」東京百景/又吉直樹

立川駅南口から延びるモノレールが、奥多

摩街道と交差するあたりに、かつては立川

警察署があった。昭和30年代に発表された

松本清張の代表作「ゼロの焦点」では、事

件のキーとなる場所が立川。主人公の禎子

が夫を探して立川警察署へ歩く場面では、

「すぐ頭の上を、びっくりするような音を弾
かせて大きな軍用機が上昇した。」と、米軍

基地があった当時の光景が描かれている。

場所 奥多摩街道とモノレール通り交差点（MAPのC）
作品「ゼロの焦点」/松本清張

場所 錦町大通り（MAPのD）
作品「ワルボロ」/ゲッツ板谷

左/錦中央通りの象徴的な看
板 右/錦中央の町並み
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沿線の開発が進み、駅が改装され、線路が高架になって、中央線の車窓の景色も少しずつ変わっていく。
僕は今日も、中央線に揺られながら、窓の外に目をやって、流れる景色を眺めている。知らず知らず頭の
中には、遠い記憶がよみがえる。周りに居合わせる乗客の姿は、時と共にすっかり入れ替わってしまった
けれど、車窓を流れる景色が、昔の名残を消し去ることはない。

構成・文
フォト・イラスト 加澄ひろし

車内で過ごす時間は単調ですが、窓の外を過ぎる景色は目まぐるしく変化しています。
時にはスマホから顔を上げて、流れる風景に目を向けてみてはいかがでしょう？
いつの日か、心に映る景色の記憶を、懐かしく想う日がくるかもしれません。

上りの電車が四ツ谷駅を出ると、市ケ谷から飯田橋にか
けて、左側の車窓に、外堀の水の景色が広がる。かつては
冬になると、たくさんの渡り鳥がやってきて、ところ狭し
と水面を埋め尽くしていたものだ。数多くの種類の鳥が泳
いでいたけれど、いつでも僕は、鮮やかに目立つオシドリ
の姿を追い求めていた。春が来て、周りの土手に桜が咲く
頃になると、オシドリは渡って行ってしまう。でも幼い僕
は我知らず、いるはずのない季節になっても、水面にオシ
ドリの姿を探し求めていた。

訪れる渡り鳥の数も種類も、めっきり
減ってしまいました。もうオシドリの姿を
見ることはなさそうです。

（雄のマガモ、市ケ谷駅付近）

幼い日、僕は両親と共に中央線に乗り、窓際に座って外を眺めていた。右から左へ
また左から右へと通り過ぎる景色を一心不乱に見つめていた。その後、学校や会社に
通う日々、僕は数十年間、中央線に乗り続けた。通勤電車に揺られて、時には何かに
悩みながら、時には思いにふけりながら、僕は窓の外の景色を見ていた。
今も思いをはせるのは、記憶に残る昔懐かしい車窓の風景だ。

天気の良い日には、日の当たる南側の景色を
眺めるのが楽しみだった。上り電車の右側を遠
く見渡すと、山並みの向こうに富士山が見えた。
季節によって姿を変える富士山の雄大な景色を
追い求める気持ちは、おとなになっても変わら
ない。南側の窓に向かって立つ時は、いつでも、
視線が富士山の方に向く。沿線を高い建物が埋
め尽くすようになってきて、富士山は、次第に
見えにくくなってきた。それでも僕は、いつで
も、建物の間に垣間見える富士山を目線の先に
追っている。晴れた日には、丹沢の山々の向こうに雄大な富士山が見えます。

絵葉書のような景色ですが、絶景ポイントは、少しずつ減っています。
（武蔵境～東小金井間）

上り電車が東小金井駅を出発すると、左側の車窓に、
変電所が見える。子どもの頃の僕は、目の前に林立する
鉄塔の中を走り抜けるように感じていた。数限りなく立
ち並ぶ鉄塔の中で、機械の森に迷い込んだような不思議
な感覚を覚えていた。高架化されて線路と変電所の間の
距離が離れたことで、景色の印象も変わってしまったけ
れど、僕の脳裏に刷り込まれた「鉄塔の森」の残像は、
今も消えることはない。 周囲の景色も変わり、構内の設備も変わりましたが、鉄塔

が重なり合って立ち並ぶ様子は、昔の姿を留めています。
（武蔵境交流変電所）

上り電車が新宿に近づくと、進行方向の車窓に、副都心
の高層ビルが近づいてくる。最初は「京王プラザホテル」、
そして「住友三角ビル」、その後、数本の高層ビルがそび
えて建った。遠くに見える高層ビル群の印象は、空に伸び
る未来都市のようだった。時の流れとともに、遠望する西
新宿の様相も大きく変わった。高層ビルが珍しい存在では
なくなった今でも、かつての景色を懐かしむように、僕の
視線は新宿副都心のビル群を追いかけている。 かつては、ひとつひとつの形を見て、ビルの名前を思い浮かべていた

ものです。最近は、新宿以外の高層ビルも見えるようになりました。
（東中野～大久保間）

新宿副都心の高層ビル

富士山遠望

外堀に遊ぶ水鳥たち

鉄塔の森



写真1～3 / 武蔵国分寺跡資料館

写真4～6 / 加澄ひろし

構成・文 ・写真7 / 加澄そら

東京都立多摩図書館が位置する駅の南東方面には、かつて
旧国鉄の教育機関であった中央鉄道学園がありました。図
書館に隣接する東京都立武蔵国分寺公園の一角にたたずむ
車輪の記念碑は、蒸気機関車の車輪をモチーフに国分寺市
によって設置されたものです。国分寺市が鉄道との関係が
深い町であることが記されています。

７

写真１～3は、西国分寺駅構内の2018年9月にリニューアルされた商業施設内に展示
（時期によって入れ替え有り）されている一部を「中央線が好きだ。を書く」ワーク
ショップの為に国分寺市より借用させていただいたもの。駅構内の店舗での写真展示
について、JR中央ラインモール遠藤洋平さんは「西国分寺駅は通勤・通学での利用が
多いですよね。商業施設リニューアルの際に何か西国分寺らしさを出せないか、駅周
辺のことも伝えられたらと地元の歴史的なことを探していたら国分寺市ふるさと文化
財課の存在を知り、ご協力いただきました」とお話くださいました。また、同店舗で
は実際に使われていた鉄道のレールが別のものに姿を変えて利用されています。「駅
構内にあるお店なので鉄道の要素を取り入れました」と遠藤さん。乗客を目的地へと
繋ぐレールはその役目を終えてもなお、人々を過去から未来へと繋いでくれています。

東京都立多摩図書館最寄り駅の西国分寺駅は1973年4月1日に武蔵野線開通と同時に開設
されました。今から45年以上前に遡りますが、中央線東京～高尾間で最も新しい駅です。

１

２

３

４

５

６
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へ行くࡣ࡟都立多摩図書
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中央線 ご当地発車メロディー♪ 

『たき火』 散歩 
豊田駅のご当地発車メロディーとして、巽聖歌（たつみせいか）が作詩した童謡『たき火』は、2010年より使用されています。 
巽聖歌は晩年の25年を、豊田駅近くの日野市旭が丘で暮らしました。しかし、『たき火』が発表されたのは、1941年(昭和16年)。 
その頃、巽聖歌は、中野区上高田に住んでいました。つまり、「垣根の 垣根の 曲がり角～♪」の童謡『たき火』の風景は、中野区
にあります。JR中央線中野駅を起点に、『たき火』散歩してきました。約4時間、15,000歩ほどのお散歩です。 構成・文＝山室智子

JR中野駅 

サンモール

北口

中野 
ブロードウェイ 

START！ 

上高田本通りを東へ。 
「『たき火』のうた発祥の地」
の立札があり、垣根も残って
ました。 

薬
師
あ
い
ロ
ー
ド 

早稲田通り 

新江古田駅 

① 中野駅北口をAM10時にスタート。アーケード街「サンモール」を

歩く。まだ開店準備中の店舗が多い。サンモールを抜けて、中野
ブロードウェイのビルに入り、１階のストリートを南北に通り抜け
る。北口付近の左側に、美味しそうなお豆腐屋さんを発見。 
早稲田通りに出た。信号を渡って、右へ少し進むと、
「薬師参道」の道標がある。薬師あいロードの入口だ。 

GOAL！ 

新青梅街道 

② 

西武新宿線 

都営大江戸線 

北野神社（力石） 
中野区新井4-14-3 

新井薬師（梅照院） 
中野区新井5-3-5 

薬師あいロードの石畳が 
終わる十字路で右折、 
次の十字路を過ぎた左側、 
新井薬師(梅照院)へ。 
眼病平癒のお守りを求めました。 

③ 
力石って何だろう？と、北野神社へ 
足を延ばしました。力石とは昔、 
若者が力くらべに使った石だそうです。 

④ 

新井薬師前駅 

江古田2丁目バス停で下車。 

バスで山﨑記念中野区立歴史民俗資料館へ。 
館蔵品展ではクイズラリーに挑戦。クイズに答えながら、展
示の説明をじっくり読みました。常設展では、縄文時代か
ら現代までの中野区の変遷を展示。私は「中野の象」に
興味を持ちました。 

山﨑記念 
中野区立歴史民俗資料館 
 中野区江古田4-3-4 

   友達に教わったケーキ屋 
L’AUTOMNEさんへ。 
ケーキ2個と紅茶のスタイルを
注文したら、素敵にデコレート
してくれました。
私は「ストロベリー・ティラミス」と
「ぎり×2」をチョイス。

  L’AUTOMNE 中野店 
  中野区江原町2-30-1 
大江戸線 新江古田駅 A1出口を出て左手すぐ 

 http://www.lautomne.jp 

享保13年に長崎に
渡来した象は、天皇
上覧の際、官位が
与えられたという逸
話(後世の作り話ら
しい)があります。 
象は東海道を下り、
将軍吉宗の上覧後、
ここ、中野村に預け
られたそうです。 

『たき火』のうた発祥の地 

⑤ 

テイクアウトした「和栗のモンブラン」も
家族に大好評でした。

⑥ 

photo @milleh.kojima 

写真提供:中野区立歴史民俗資料館 

新井薬師さんの 
眼病平癒のお守り 

薬師参道の道標 

上高田小バス停から 
「中41」バスに乗車。 

ロートンヌ

「ぎり×2」は、マロンムースとカシスクリームとチョコレートが絶品のタルトで、箱にギリギリ入るケーキの高さが名前の由来です。 

JR中央線 



中央線を追いかけろ！ 

中央線は脇目もふらず中立路線をまっしぐら 
 文・写真：グランピー 

地図上の中央線は矢のように一直線に走る。でも実際に走る姿は見上げるか見下ろすばかり。道路面では 

なかなか会えない。中央線はどこで高架になったり、堀割になったりしているのだろう？  

一方、道路上から中央線を見ると、線路は複雑な動きをして、時に姿をくらましたり、意外なところから現

れたりする。 中央線はどこだ？ さあ、中野駅から立川駅まで中央線を追いかけてみよう。  

立川 中野

②囲桃園跨線橋からの 

スペクタクル 

①中野駅出発直後は
路面を走る 

中野駅直後の路面走行も束の間、環七道路手前でわずかの 
スロープの助走を付けて高架に上る。ところが阿佐ケ谷駅 
から次の荻窪駅の間で高架の支柱が無くなり（③）、 
そこにはスリバチ状の地形が現れた。 
中央線が高架／堀割を走るのは、道路との直接交差による 
交通渋滞を回避するためだけでなく地形にも原因がある。 
また中央線との直接交差を避けて幹線道路が真下に潜る 
⑤や⑮では、道路本線を外れて脇道を直進すると、真横か
ら電車の走行が見られる。 

⑥環八を突き抜けた直後再び
高架に替わるスポットもスリ
バチ状の地形がみられる 

⑤環八本線の頭上では、 
一般道路と並んで走る 

④青梅街道天沼陸橋の下
から顔を出す 

③荻窪駅手前。すぐに青梅
街道の下を潜り抜ける 

⑨右手は東経大キャンパス 

三鷹駅で電車は地上に降
りて来て、電車庫（⑧）
を素通りすると、再びわ
ずかな助走を付けて、長
い高架線区域に入り、次
に路面に顔を出すのは国
分寺駅手前の東京経済大
学脇の道になる（⑨） 

⑧三鷹跨線橋上から ⑦吉祥寺-三鷹駅の途中で
高架が消滅 

              

⑫ 国分寺陸橋から  ⑪日立中央研究所沿い  ⑩国分寺駅西側の花沢 
の眺め          の下り坂        橋 

                           ⑮立川駅手前の立川立体  ⑭立川駅手前で再び路面へ 

野 

川 

国立駅手前まで眼下
を走行していた電車
がたちまち落差を縮
めて路面から高架に
なるのも、付近の地
形が左写真のように
スリバチ状になって
いるからだ。 

⑬国立駅への近道。 
階段のある風景(左) 

武蔵小金井駅までは高架路線を追いかけやすかったが
国分寺駅手前でしばらく一般道から逸れる。国分寺駅
を過ぎてからは、道路から見下ろす堀割の中を走る区
間が多く、周辺一帯の凸凹地形の様子もわかる。高架
線路と堀割内の線路との高低差は見た目ではかなりあ
るのに、電車は意外に短い距離で落差を吸収して上っ
たり下りたりしている。中野駅―立川駅は山あり谷あ
りの地形を器用にこなして貫く一直線だったのだ。 
中央線敷設の魅力は、地図上の一筋縄では語れない。 
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東京マガジンバンクカレッジ 鉄道セクション連続ワークショップ 

「中央線が好きだ。を書く」 

ウェブマガジンができるまで

【ワークショップ】 

第 1 回『中央線が好きだ。マガジン』の裏側 

平成 31 年 1 月 12 日（土）午後 2 時~午後 4 時 

①ワークショップ全体の説明

②グループワーク（記事にしたいテーマの発表）

③講義『中央線が好きだ。マガジン』の裏側（講師：坂原茉莉子氏）

④個別作業（ラフの制作）

第 2 回「中央線が好きだ！」が伝わる記事の書き方、取材の仕方 

平成 31 年 1 月 26 日（土）午後 2 時~午後 4 時 

①講義「取材のだんどり・方法」（講師：松井一恵氏）

②講義「撮影の方法」（講師：坂原茉莉子氏）

③講義「原稿の書き方」（講師：佐藤さゆり氏）

④グループワーク（ラフの発表）

⑤講義「記事の組み方・校正の方法」（講師：坂原茉莉子氏）

第 3 回 記事が完成！発表会 

平成 31 年 2 月 9 日（土）午後 2 時~午後 4 時 

①個別作業（記事の仕上げ）

②作成した記事の発表

③ワークショップの総括

④感想発表・記念撮影

【ウェブマガジン編集作業】 

平成31 年 2 月 10 日～平成 31 年 3 月 12 日 編集・校正作業 

平成 31 年 3 月 20 日 都立図書館ホームページにウェブマガジン掲載 



※本ウェブマガジンの情報は平成 31 年 2 月現在のものです。

東京マガジンバンクカレッジ 第 5 号 

平成 31 年 3 月発行 

編集 東京マガジンバンクカレッジ事務局 

発行 東京都立多摩図書館 

〒185-8520 

東京都国分寺市泉町二丁目 2 番 26 号 

電話 042-359-4020 

ホームページ https://www.library.metro.tokyo.jp/ 
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